
1 

 

積極的に話し，コミュニケーションの質を高めようとする生徒の育成（２年次） 

～自立した英語学習者の育成に向けた方略の研究～ 

 

舘下 真二，小田 可南子 

Shinji TATESHITA , Kanako ODA 

 

概要 

１年次研究では，コミュニケーションの機会を求め，積極的に話す生徒の育成を目指した。具体的には，身近な興味・

関心のある事柄について既習の知識や技能を生かし，他者との「やり取り」を多く取り入れた。「やり取り」を多く取り入れ

たことで，他者からの質問内容を踏まえて, 内容を再構築することができた。副題を「自立した英語学習者の育成に向け

た方略の研究」とし, Pre-TEST や Post-TEST を行ったことで自己をメタ認知し, モニタニングしながら学びを進めること

ができた。２年次研究では，生徒自身が課題としてあげた「話したいことがあるがその単語や表現が分からない」「話した

いことはあるが, 何を話すべきかを整理することが難しい」という点を改善していく。具体的には, 生徒が主体的に，必要

とする単語や表現を学べるように 「マイ・ボキャブラリ*1」を一層活用させていくとともに Pre-TEST と Post- TEST を比較

する時間を生徒に与えることで話す内容を精選する力を培わせる。さらに，Try out 活動*2 を継続的に行ったり，生徒に

コミュニケーションの場面や状況を常に考えさせたりすることでコミュニケーションの質を向上させたいと考える。 

 

キーワード： やり取り，マイ・ボキャブラリ，コミュニケーションの質，Try out 活動 

 

１．はじめに～研究の目的 

学習指導要領（２０１７年７月）の総則には育成すべき

資質・能力が整理されており, 学習の基盤となる資質・

能力，現代的な諸課題に対応して求められる資質・能

力，の２点に大別し，前者には言語能力，情報活用能

力，問題発見解決能力が挙げられている。また，それら

の育成について，学力の三要素を基にした「知識及び

技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう

力，人間性等」を資質・能力の三つの柱としている。以

上のことから，各教科等の学力は，４つの資質・能力と３

つの柱で検討する必要があると理解できる。 

 学習指導要領の外国語科の目標及び内容における

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」

とは，「外国語で表現し伝え合うため, 外国語やその背

景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目し

て捉え，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等

に応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，再構

築すること」であると考えられている。つまり, 単に自分

の考えを一方的に伝えるだけでは不十分であり, 相手

がどんなことを考えているか, 相手がどのような状況で

あるか，何を望んでいるかという意向を知ること, すな

わち他者意識を十分にもつことが重要となる。 

 

２．生徒の実態（１年次研究の成果と課題） 

 本校英語科の１年次では，「話すこと（やり取り）」を多

く設定した結果，発話量の増加や，一つのトピックに関

して具体的な内容で話すことができる生徒が増えた。一

方で，具体的かつ詳細に話そうとすればするほど分か

らない単語や表現が増えたという生徒の意見もあった。 

また，生徒に英語を学習する目的を聞いたところ，

「テストで良い点数を取るため」という意見も多くあった。

このことをうけて，ダイバーシティー社会において，英語

を通じて，多種多様な人の考え方の違いや個性を受け

入れ，成長する学びにつなげることが大切である。他者

との「やり取り」を継続し, 自己の発話が通じた, 通じな

かったという経験をしていく中で, 適切な英語の表現を

判断する力が身に付けていくと考える。さらに，学習過

程で生徒に自己の学習をモニタリングさせたり，他者の

表現方法の多様性に気付かせたりするような授業計画

が重要である。 

 

２．１．目指す生徒像 

本校英語科では，以上の課題や求めを踏まえ，目指

す生徒像を以下のように捉え直した。 

 

 

 

 

 

 

・自己の学びを実生活，社会に広げることができる

生徒 

・自己モニタリング*3 や他者との「やり取り」 を通じ

て，コミュニケーションの質を高めようとする生徒 
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３．研究主題及び副題  

学習語彙が従来の１２００語から１６００語～１８００語と

なり，単に知っている単語を流暢に話すのではなく，他

者との関わりに着目して捉え，コミュニケーションを行う

目的や場面，状況等にふさわしい単語や表現を使用

することが求められる。その根底には，他者意識があっ

てはじめて意味のあるコミュニケーションになると考えら

れるからである。 

以上のことから, 本校英語科の２年次研究の主題と

副題を以下のように設定した。 

 

 

 

 

 

４．研究の内容と方法 

本校の２年次研究においては，生徒の実態やこれか

らの時代の潮流を踏まえた「質の高い学び」に向かうた

めに，様々な側面から「連続性」というものを考えること

が重要であると捉えている。 

本校研究の構造図は以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この中で，本校英語科では，特に「学びと実生活の

連続性」及び「諸活動における自分以外の他者との連

続性」に焦点を当てて実践研究を進めることとした。こ

れらが，「２．１．」で示した目指す生徒の育成に向かう

上で特に重要な視点であると考えたためである。 

 

４．１．Try out 活動の設定 

前述の「学びと実生活の連続性」を実現させる手立

ての一つとして，Try out 活動の中に生徒自身の実生

活に関わる身近な話題を意図的に設定していく。身近

な話題を取り上げることで，生徒自身が主体的に話そう

とするのではないかと考える。また，身近な話題の「やり

取り」や「発表活動」を通して他者との共通性は何かと

考えたり，他者に理解してもらうためにはどのようにした

らよいのかという判断を容易にしたりするのではないか

と考える。従来のような教師が生徒にターゲット・センテ

ンスを使えるかどうかを重要視していると，練習中は使

えるが，そうでないときはその表現を使えないという状況

もある。そうではなく，常にオーセンティックな意味のあ

る「やり取り」「発表活動」を繰り返すことで，学びと実生

活のつながりがある活動となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この流れを授業で意図的に入れて，長期的な視点で

「やり取り」を行っていくことで，既習事項の表現も必然

的に繰り返し使用することになる。 

 

４．２．「非認知能力」を育む単元学習 

生徒の学びの質を高めるためには「非認知能力」を

学力と同時に育んでいく必要がある。以下に「非認知能

力」と本校英語科の授業の単元構成の関わりを図示す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒は単元の中で，自分自身が伝えたかったことを

思うように伝えることができなかった経験や，他者に伝わ

らなかった経験をモニタリングしたり，他者と学んだりし

ながら，非認知能力*5 おける「粘り強さ」「対応力」「協調

性」を身に付けていくと考える。 

以下のような段階を，単元を通して指導していく。 

 

単元開始時 

Pre-Test を行い，生徒自身に身に付けている英語力

を再認識させる。また，「振り返りシート」を使用し，単元

終了時に目指す理想の自分を設定させる。 

 

積極的に話し，コミュニケーションの質を高めようと

する生徒の育成（２年次） 

～自立した英語学習者の育成に向けた方略の研究～ 

 マイ・ボキャブラリ 
文法モニター*4・振り返りシート 

Pre-TEST 
 

Monitor 
 

Recognize 
 

Post-TEST 
 

内容面 

形式面 
 

本校英語科における「Try out 活動」のイメージ 

 

「『非認知能力』と英語科の授業の関わり」のイメージ 
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単元中間時 

生徒自身に使用している単語や表現が適切なものか

を振り返る時間を設定させる。生徒は，マイ・ボキャブラ

リを確認したり，単語をマイ・ボキャブラリに追加する際

には，その単語がどのように使用されるのかを考えたり

する。この段階においては，コーパス*6 を使用し，その

単語がどのような場面で使用する頻度が高いのかを調

べさせることで，場面や状況にふさわしい単語や表現を

生徒自身が確認することができる。また，教師が生徒に

フィードバックを与えたり，生徒同士の「やり取り」を ICT

機器を使用し，全体で共有したりするなどして自己表現

の再構築を図る。 

 

単元終了時 

Post-TEST を実施し，Pre-TEST を比較することで，

自己の変容を再認識させる。また，振り返りシートを活

用し，単元開始時に目指した自分に向かってどのような

点を工夫しながら授業に取り組んだか，単元を通して何

を学ぶことができたかなど生徒自身が学習をモニタリン

グする。 

このような段階を踏むことで，ただ単に知っている単

語や表現を流暢に扱うのではなく，目的，場面，状況に

応じて生徒自身が使用する単語や表現を判断，選択,

表現する，つまり質の高いコミュニケーションになると考

える。 

 

 

５．実践と考察 

以上の２つの手立ての効果を確かめるため，本校英

語科では，２つの実践を行った。 

実践Ａ．ONE WORLD English Course 3 

Project 1 「CM をつくって発表しよう！」 

実践Ｂ．ONE WORLD English Course 1 

Project 2 「アンケート調査をして発表しよう！」 

 

５．１．実践Ａの単元の構想 

 本単元における実践を行うにあたり，第３学年の生徒

に，４月に以下のようなアンケートを実施した。  

(1) 英語学習の目的   ※上位２つ選択 

 

 

 (2) どのような英語学習が好きか   ※上位２つ選択 

 

 

 

 

 

 

  

(3) 英語の授業でどのような力を身に付けたいか ※記述式 

・自分の言いたいことを伝える力   ・習った表現を活用する力 

・他者のレベルに合わせて話す力  

・他者に分かるように整理して話す力 

 

(4) 見通しをもち学習に取り組むことが得意か 

 

 

 

これらの結果を受けて，グローバル化に対応できる

人間が求められていることや，社会でもプレゼンやスピ

ーチをする機会が増えてきていることを生徒自身が理

解しているのではないかと予想される。また，身に付け

たい力が，「他者のレベルに合わせて話す力」「他者に

分かるように整理して話す力」といったように，英語を使

用する際の生徒の意識が，他者に向けられていること

が伺える。一方で，見通しをもち学習に取り組むことを

得意としている生徒が少ないことから，Pre TEST を実施

し，単元を通して身に付けたい力を自己決定させる。ま

た，振り返りシートを活用することで，目標に近づくため

の方略を考えさせる。なお，本単元の指導計画は次と

おりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ネイティブと話せるぐらいの会話力を身に付けるため 25人 

②グローバル社会に対応するため 43人 

③人生の選択肢を増やすため 42人 

④テストや資格でよい点数を取るため 34人 

⑤論理的思考を身に付けるため 14人 

⑥英語という言語の特徴を理解するため 10人 

①教科書本文の内容を理解する活動 19人 

②ワークシートなどを用いて文法などを練習する活

動 

21人 

③プレゼンやスピーチなどの発表活動 34人 

④身近な話題について「やり取り」をする活動 40人 

 

 

得意 35 人 

得意ではない 69 人 

 

時 学習内容 評価 

1 
○問題提起, 目的，場面，状況を意識した「やり取

り」を行う。[工夫①] 
○単元の目標設定を行う。[工夫②] 

態 

2 ○Pre-TEST を行う[工夫②] 態 

3 
・ 
4 

〇CM スライド・原稿を作成する。 
○商品開発に向けて，自分の生活と照らし合わせ，

必要な表現などを選択する。[工夫①] 

思・判・表 
態 

5 
○CM スライド・原稿をもとにグループ内でやり取りを

し，他者からのアドバイスをもとに再構築する。 
[工夫②] 

思・判・表 
態 

6 
○作成した個々の CM をグループ内で一つにつな

げて企業プレゼンを作成する。 
思・判・表 
態 

7 
○CM 発表を行う。 
○振り返りシートで学習の過程を振り返る。[工夫②] 

思・判・表 
態 

8 ○Post-TEST を行う[工夫②] 態 
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本単元では，自分たちが困っていることをもとに，実

際にあったらいいと思う商品やサービスを考え，ほしい

商品・サービスを創作し，プレゼンテーションをする。授

業開始に教師から生徒に会話例を提示するといった従

来型の指導ではなく，生徒自身が既習表現の中から必

要な単語や表現を選んでいくことが，本研究の「学びと

実生活の連続性」を実現させる手立ての一つになる。

単元中盤では，生徒は自分が創作した商品について

他者と「やり取り」を行い，アドバイスをもらうことで，より

他者に興味をもってもらうために工夫をする。 単元終

了時には，振り返りシートや Post-TEST を活用し，単元

開始時に設定した自分に近づくためにどのように工夫

をしたか，どのように変容したかを振り返らせることで非

認知能力を育ませる。 

本単元における学習プロセスは以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．２．実践Ａの授業の実際 

【１時間目】 

テーマ生活で困っていることについてペアで話し合

わせた。また，生徒が見通しをもって学習に臨めるよう，

本単元のプロセスを提示した。 

 

【２時間目】 

学習指導要領外国語科の目標及び内容には「メモ

やキーワードを頼りにしながら即興で話す力を高めてい

く必要がある」とある。このことを鑑みて，生活で困って

いることやほしい商品・サービスについてメモを生徒に

取らせた。その後，前時のやり取りとメモを頼りに Pre-

TEST を実施した。Pre-TEST を実施したことで，既習事

項を思い出したり，生徒が言えない単語や表現に気づ

いたりすることができた。また，他者のレベルに合った単

語を選ぶことの必要感を感じた生徒もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （Pre-TESTの感想） 

 

 

 

 

                 (振り返りシート 目標設定) 

 

【３時間目・４時間目】 

 プレゼンテーション作成のきまりは以下の通り設定し

た。 

  ・発表は８０秒以内 ・原稿は１５０語 ・スライドは５枚 

  ・原稿の中に「生活で困っていること」「その商品がほしい 

理由」「その商品の特徴」の３点を記載 

また，プレゼンテーション資料は Google スライドを用

いて以下のように作成した。 

   

 

 

  

 

 

 

 

【５時間目】 

完成後，３～４人の小グループでのプレゼンテーショ

ンを行った。グループ内の１人に Chromebook を使用し

て発表者の録画をさせた。それをもとに生徒にプレゼン

の再構築をさせた。 

 

【６時間目】 

３～４人の小グループを１つの企業として設定した。

企業 PR をグループ内で考えさせることで生徒の思考

力・判断力・表現力を一層高めつつ，他者と協力しなけ

ればならない状況を設定することで非認知能力の一つ

である「協調性」を高めることをねらいとした。 

 

【７時間目】 

グループごとに企業 PR を行った後，一人一人のプレ

ゼンテーションを行った。 

 

【８時間目】 

最後に，Post-TEST を実施して，本単元を終了した。

以下が生徒の振り返りの記録である。 
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                               (Post-TEST の感想) 
 

 

 

 

                     

 （振り返りシートの感想） 

  

これらの記述からは，外国語で表現し伝え合うため，

自分が伝えたいことを単に伝えるだけでなく，他者との

関りに着目して捉え，文を短くしたり，単語を容易なもの

へと変換したりする生徒の姿が確認できる。また，生徒

が自分の課題に気づき，見通しを立てて，粘り強く考え

ながら真正なタスクに取り組むことができた生徒が多く

いたことが振り返りシートから見取ることができた。 

 

５．３．実践Ｂの単元の構想 

本校第１学年生徒の英語の「読むこと（Reading）」「聞

くこと（Listening）」２技能について，2021 年 11 月実用

英語技能検定協会の英検ＩＢＡテストを実施し，以下の

よう結果が得られた。           ※９９名受験 

級 ５級 Lv. ４級 Lv. ３級 Lv. 

人数 17 人 25 人 5７人 

また，同テスト「生徒向けアンケート」からは，「PC・タ

ブレット・スマートフォンを活用した英語学習をする」こと

に関心が高いことが分かった。その他，英語の学習に

関する動機について，以下のような回答結果が得られ

た。 

質問：あなたが英語の勉強をするのは、「いろいろな

面からものごとが考えられるようになるため」に

ついて 

回 答 割 合 

とてもそう思う 8.2％ 

そう思う 11.2％ 

どちらかというとそう思う 38.8％ 

どちらかというとそう思わない 15.3％ 

そう思わない 14.3％ 

全くそう思わない 12.2％ 

英語の「読むこと（Reading）」「聞くこと（Listening）」２

技能について高い能力を持っているものの，その能力

を自らの思考の広がりや深まりのために活用しようという

意欲が相応に高くないことが課題である。 

本単元では，生徒がアンケート調査を行い，その結

果を発表する活動を中核に据えている。このように生徒

自身のクラスや友人に関わる身近な話題を意図的に設

定していくことが，本研究の「学びと実生活の連続性」を

実現させる手立ての一つになると考える。また，生徒が

主体的に学習に取り組めるようにするため，単元の開

始時に学習の流れを把握させつつ，生徒が質問をする

際に「なぜ知りたいのか」，「結果はどうなるだろうか」に

ついて深く考えさせる。さらに，生徒の実態として明らか

になっているＩＣＴ機器の活用とも関連させていくことが，

より質の高い発表力や生徒の主体性を一層育むと考え

た。なお，本単元の指導計画は次のとおりである。 

 
 

５．４．実践Ｂの授業の実際 

【１時間目】 

生徒が見通しをもって学習に臨めるよう，本単元の学

習の流を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(本単元の Learning Plan) 

 

また，単元末の発表に関するルーブリックを提示し，

目指す姿を共有した。 

 

 

 

 

※次ページに続く 

 

 

 

時 学 習 内 容 評価 

１ 
○単元の学習計画を確認したり，教科書

の例を用いたりしながら，学習する。 
[工夫②] 

態 

２ 
・ 
３ 

○Google Formを用いてアンケートフォー
ムを作成したり，クラスメートのアンケー
トに回答したりする。[工夫①・②] 

態 

４ 
(本時) 

○事前の予想と結果を照らし合わせ，必
要な表現などを選択しながら発表物を
作成する。[工夫①・②] 

思・判・表 

態 

5 
○調査結果の発表を行う。 
○マイ・リフレクションシートで学習の過程

を振り返る。[工夫②] 

思・判・表 

態 
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(本単元の Evaluation/Rubric Sheet) 

 

その後，教科書にある例を用いて学級内でアンケー

ト調査を行い，単元末の発表のデモンストレーションを

体験した。 

 

【２時間目】 

クラスメートに尋ねたい質問は何か，なぜそれを尋ね

たいのか，どのような結果が予想されるのかについて考

えた。その後，Google Classroom のクラウド上に，

Google Forms を用いてアンケートフォームを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(生徒が Google Forms で作成したアンケートフォーム) 

 

その後，スプレッドシートにそのリンクを張り付けた。 

 

 

 

 

 

(アンケートフォームのリンクを張り付けるシート) 

 

ほぼ全ての生徒が Google Forms を初めて使用した。

「どうすれば『選択肢のあるフォーム』や『記述式で回答

するフォーム』ができるのか？」，「得た解答はどのように

データ処理されるのか」等，試行錯誤しながらも，不明

な点はヘルプを参照しながら，主体的にアンケート作

成に努める様子が見られた。 

 

【３時間目】 

前時に作成したアンケートフォームを活用し，クラスメ

ートが作成した質問に答えた。同時に自分がアップロ

ードした Google Forms にアクセスし，その時点での回

答数や回答の内容を確認したり，どのようにグラフや表

を用いてデータ処理させるかを把握したりもした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(生徒が自身のフォームにアクセスし，確認している様子) 

 

【４時間目】 

授業の導入時に，プレゼンテーション資料の作成や

発表のイメージを把握した上で準備をさせるため，当日

の給食のメニューに関するアンケート調査のデモンスト

レーションを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(教師からのアンケートの質問に，挙手で答える様子) 

 

「なぜ知りたいのか？」，「予想される結果はどんなもの

か？」について触れたり，ルーブリックを確認したりしな

がら，プレゼンテーションへの準備活動に対して動機付

けを行った。 

授業の展開部では Chromebook の Documents を用

いて，発表物の作成を行った。２時間目のワークシート

を用いて予想した結果と実際の結果を比較し，Google 

Forms の「回答」のタブから表示されるグラフや表を見て，

どのデータを活用するのかを選択した。その際に TS 

Talk を行い，生徒とのやり取りを通じて，どのような点を
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さらに改善し発表したら良いかを確認しながら，発表物

を作成させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(発表物の作成中に TS Talk を行う生徒の様子) 

 

授業の終末部では，改善した部分やさらに工夫した

点を中心に共有・確認したり，次時の活動の流れを説

明し，見通しをもたせたりした。 

 

【５時間目】 

プレゼンテーションの流れを確認し，発表を行った。

生徒は Chromebook を用いて発表物を提示し，発表を

行った。聞き手役となる生徒は内容をメモしながらスピ

ーチ後に質問をしたり，発表者の評価を行ったりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(実際のプレゼンテーションの様子) 

 

発表後にはリフレクションシートを用いて，友人の発

表をまとめ，自らの発表について振り返りや自己評価を

行わせた。 

 

 

 

 

 

 

 

(Listening MEMO への記述) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(自己評価の記述) 

 

 

６．今年次研究の成果と課題 

本稿では，これまで２年次研究について述べてきた

が，以下に本研究の成果と課題，および今後の展望を

述べる。 

 

６．１．研究の成果 

本校英語科の２年次研究では，「積極的に話し，コミ

ュニケーションの質を高めようとする生徒の育成」を目

指してきた。コミュニケーションは言語と非言語に分類さ

れるが，伝える・聴くといった言語的なものとジェスチャ

ーやアイコンタクトといった非言語的なものに分けられ，

生徒がこれら全てを積極的に使用することを意図して

いる。コミュニケーションの質とは，他者とのかかわりに

着目して捉え，コミュニケーションの目的や場面，状況

をふまえて状況を整理しながら話すこととしている。副

主題として，「自立した英語学習者の育成に向けた方

略の研究」とした。本研究では，Try out 活動において

身近な話題を取り上げ，生徒自身がコミュニケーション

の目的や場面，状況をふまえて，使用する語彙や表現

を判断し，コミュニケーションに取り組んでいた。また，

Pre-TEST と Post-TEST といった自己モニタリングを通

して自分の課題に気づいたり，他者にとって，より分かり

やすい内容にするための手立てを考えたりするなど粘

り強く取り組んだ生徒が多くいた。このことは，生徒自身

が話したいことを単に話すのではなく，他者との関わり

を意識した表れだと考える。 

その結果，実践Ａでは Post-TEST を受けた９７名中８

７名が Pre-TEST より Post-TEST の自己評価が高かっ

た。逆に Pre-TEST より Post-TEST を低く自己評価した

生徒はすべて英語の外部試験で上位層の生徒であっ

た。この上位層の生徒たちはいずれも「練習をした結果，

逆に話すスピードが速くなってしまった」という意見もあ

ることや求める自己理想像が高い生徒である可能性が

高い。また Post-TEST の結果から，上位層の生徒ほど，

もとから選択できるだけの語彙や表現が豊富であったこ
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とから，早い段階で語彙や表現を容易なものへと変更

しており，練習回数が増えるにつれて生徒の意識が形

式的（語彙・文法など）なものから発表的（アイコンタク

ト・音量・スピードなど）なものに意識が向けられているこ

とがわかった。生徒の振り返りシートの感想にも，「始め

と比べてより聞き手を意識したスピーチをすることができ

た」「適切な語彙を選択したり，アイコンタクトやジェスチ

ャーなどを使用したりすることができた」「スピーチ中に

積極的に聞き手とコミュニケーションをとることができた

ので今後のスピーチでも聞き手とのコミュニケーションを

大切にしていきたいと思った」とのいう感想が多くあった。 

 また実践Ｂでは，Try out 活動としてアンケート調査の

事前には「結果の予想」を行い，事後の振り返りでは

「予想と実際の結果の比較」を行なった。また，学習や

英語を用いたコミュニケーションにさらに意欲的に活動

できるようまた，ＩＣＴ機器を活用し，Google Form を用い

て学級全体にアンケートを取ったり回答したりすることで，

短時間で多量のデータを集めることが可能となった。興

味深い学習活動に慣れ親しんでいきながら，英語を活

用しようとする様子が見て取られた。 

 

 

６．２．研究の課題と今後の展望 

成果があった一方で課題もある。 

①コミュニケーションの質を高めるための方略 

英語を得意としている生徒にとっては，語彙や表現

が単元の学習に対してすでに豊富であることが考えら

れる。一方で英語を得意としていない生徒にとっては，

コミュニケーションを支える語彙や表現が少ないことも

多い。語彙は特に「発表語彙」と「受容語彙」に分けられ

ていることから，特にプロジェクト型授業をする際には，

発表語彙の知識を深める必要があると感じた。また，コ

ミュニケーションをするということは，当然意思疎通がう

まくいかないこともある。例えば，他者が「I went to 

Asahiyama zoo yesterday. 」 言ったことに対して，「 I 

don’t know.」と単に返答するのではなく，「You went to 

Asahiyama zoo yesterday.」と他者が言ったことを繰り返

したり，「Can you say that again?」と確認したりする方略

がある。このように工夫してコミュニケーションを続ける

方法を継続して指導していていくことが，コミュニケーシ

ョンの質を高めることに役立つと考える。  

 

②ICT 機器の活用場面 

プレゼンテーションの発表物を作成する際や Pre-

TEST や Post-TEST ならびにプレゼンテーションの発

表の様子を録画する際などに ICT 機器を活用した。本

研究では，ワークシートを活用し，生徒は振り返りをした

が，今後 ICT 機器を活用して，学習の振り返りを行わせ

検証したい。ワークシートを活用して自己の学習を振り

返ることと ICT 機器を活用して自己の学習を振り返るこ

とを比較させ，どちらが生徒にとって自己の学習を調整

したり，振り返ったりすることが容易なのかを考えたい。 

________________________________________________________ 

注釈 

*1 本校研究においては「マイ・ボキャブラリ」を以下のように

定義する。「マイ・ボキャブラリとは『単元末の課題を達成す

るにあたり，教科書で扱われる語彙に加え，生徒それぞれ

が自分の考えを伝えるために必要な語彙』とし，本校研究

で述べる「自分の英語」における「語彙」の範疇とする。 

*2 生徒が既習事項の中から必要なものを自分で選んで（即

興で）話す活動。日頃の授業でターゲット・センテンスを主

に練習させることで終わらずに，それまで習ったことを活用

するために，生徒が自分で選び，話す時間を作ることによ

って，コミュニケーション能力を育成する活動。 

*3 本校研究においては，「振り返りシート」で自己の学習を

振り返るだけでなく，自分が発話した内容を振り返るという

意味合いで総括して総称した。 

*4 スティーブン・クラシェンが唱えた意識的に「学習」した知

識は，「習得」されたシステムによって発話しようとしている

内容が正しいかどうかをチェックするモニターとして機能し，

このモニターによって発話の内容を変えることができるとい

うモニター仮説を本研究では，形式面だけに着目し，この

ように総称している。 

*5 生徒が自分の課題に気づき，見通しを立てて真正なタス

クに取り組んでいくことを非認知能力における「粘り強さ」と

して捉える。他者のレベルに応じて，使用する単語や表現

などを合わせていくことを非認知能力における「対応力」と

する。またプロジェクト型授業を通して他者と協力して取り

組むことを非認知能力における「協調性」であると本校英語

科として捉える。 

*6 言語学の研究者によって蓄積された書籍や新聞・雑誌な

どさまざまなメディアで使われている言葉のデータベース。 
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